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2021年度通常枠

事後評価報告書作成と提出までのながれ
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AGENDA

1. 事後評価報告書の作成～報告までのスケジュール

2. 事後評価結果の報告と活用

3. 事後評価における点検と検証
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事後評価報告書作成と提出までのスケジュール
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2024年 2025年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

実 

行 

団 

体

事後評価の実施
事後評価計画の点検（随時）

※評価専門家との点検レビュー会

資 

金 

分 

配 

団 

体

2/27,28 PO研修

ご案内
様式等公開

JANPIA →

ご案内
様式等公開

JANPIA →

事後評価計画を具体化
（7月末目途）

実行団体 → 資金分配団体

事後評価計画書を具体化
（7月末目途）

資金分配団体 → JANPIA

事後評価計画 の点検（随時）

事後評価報告 提出
（資金分配団体の事後評価報告書作成前まで）

実行団体 → 資金分配団体

事後評価報告 提出
（事業完了日まで）

資金分配団体 → JANPIA

事後評価の実施

事後評価報告の検証
（事業完了日までに適時）

資金分配団体
事業完了日*1

実行団体

事後評価報告の検証*2

（事業完了日までに適時）

資金分配団体 → 実行団体

資金分配団体 → 実行団体

PO研修
（事後評価検証に向けて）

JANPIA→ 資金分配団体

*1 上記の事業完了日を想定したスケジュールです。完了日が異なる場合や事後評価実施スケジュールが異なる場合、それに合わせてスケジュールが前後します。
*2 事後評価報告書最終版受領前までに、事後評価報告書ドラフト版を共有いただき、適時JANPIAによる検証を実施します。

JANPIA→ 資金分配団体
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事後評価結果の報告と活用
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評価結果は活用されることが大切です

評価結果活用の目的

１
説明責任
を果たす

２
学びを
改善に
つなげる

３
知識創造の
ための材料
にする

参照：「資金分配団体、実行団体に向けての評価指針 2024年度1月改訂版」
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事後評価結果の報告と活用
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１説明責任を果たす

JANPIAへの報告だけが目的ではありません。

事業の対象者や多様な関係者、
協力者、関連・連携団体、同地域で類似活動を行う団体など

に評価結果を開示・説明し、得られた活動の改善内容や知見を共有することが重要です。

また、資金の活用の成果を積極的に情報発信することで、広く国民の理解を得ること

が重要です。

参照：「資金分配団体、実行団体に向けての評価指針 2024年度1月改訂版」
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事後評価結果の報告と活用
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２学びを改善につなげる

事前評価結果は、事業実施前に事業計画を精緻化するために、
中間評価結果は、事業計画の改善に活用するために。

そして、事後評価結果は、次の事業計画や他団体の類似事業に活用することが

期待されます。

また事業への活用だけでなく、組織単位で評価による知見や活動の改善内容が

共有されることで自らも学習して進化する組織に成長するために有効に活用していくこ

とができます。

参照：「資金分配団体、実行団体に向けての評価指針 2024年度1月改訂版」
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事後評価結果の報告と活用
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３知識の創造のための材料にする

収集・蓄積された情報は横断的かつ具体的に分析し、構造化された知識として整理し、

分かりやすく、使いやすい形で広く提供・公表し、様々な場面で活用できるような知識環境を

整備します。

参照：「実行団体向け評価ハンドブック～事後評価編～2022年6月版」
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事後評価報告書の作成
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【書式】

自由書式

【ファイル形式】

自由（情報公開用はPDF）

【記載内容】

「事後評価報告書に含める事項」の内容

を含めること

社会的インパクト評価の結果が読み手にしっかり伝わるよう

必要な項目を立てています。

必ず参照し、事後評価報告書に含めてください。記載の順序

は資料の通りでなくても構いません。
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【参考】2019年度事業の事後評価報告書
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休眠預金活用事業サイトで公開されています。

https://kyuminyokin.info/jigohyoka


12

AGENDA

1. 事後評価報告書の作成～報告までのスケジュール

2. 事後評価結果の報告と活用

3. 事後評価における点検と検証

Copy right © JANPIA 2022



13

事後評価報告書作成と提出までのスケジュール
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事後評価計画書を具体化
（7月末目途）

資金分配団体 → JANPIA

事後評価計画 の点検（随時）

事後評価報告 提出
（資金分配団体の事後評価報告書作成前まで）

実行団体 → 資金分配団体

事後評価報告 提出
（事業完了日まで）

資金分配団体 → JANPIA

事後評価の実施
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資金分配団体
事業完了日*1
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*2 事後評価報告書最終版受領前までに、事後評価報告書ドラフト版を共有いただき、適時JANPIAによる検証を実施します。
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自己評価と点検・検証

休眠預金事業の評価の特徴

自己評価
→自己評価の客観性・妥当性を担保し、有効活用を促すために点検・検証を実施

J

A

N

P

I

A

資

金

分

配

団

体

実

行

団

体

自己評価

自己評価

自己評価

点検検証

報告

点検検証

報告

◆ 資金支援
◆ 非資金的支援

◆ 資金支援
◆ 非資金的支援
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①～④の順で、「点検」と「検証」を行います。
評価実施前に、評価計画の「点検」を行い、評価の質を事前に高めることを目指します。

事後評価報告_点検・検証の実施方法

Copy right © JANPIA 2024

評価計画 評価報告書

①

②

③

④

「点検・検証チェックリスト」

を活用してください

点検
計画は客観性・妥当性が担保されているか？
・ 実施体制

   ・ アウトカムの測定・分析方法
・ 波及・副次・想定外の成果の検証方法

   ・ 事業効率性の検証方法
   ・ 成功要因・課題の分析方法など

検証
・評価計画どおりに実施されているか、
計画と報告書を見比べて検証します。
・評価結果の妥当性・客観性を検証します。
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事後評価の点検（実行団体）

【目的】

評価計画の客観性・妥当性が担保されているかを確認します。

【実施時期】

事後評価計画の具体化を実施後、事後評価の実施開始前

【実施方法】

実行団体が、資金分配団体へ具体化した事後評価計画書を共有

資金分配団体が「点検・検証チェックリスト」に基づき点検を実施。

【検証結果の反映】

結果を実行団体にフィードバックし、協議の上、評価計画書に

反映してください。

Copy right © JANPIA 2022
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事後評価の点検（資金分配団体）

Copy right © JANPIA 2022

【目的】

評価計画の妥当性・客観性が担保されているかを確認します。

【実施時期】

事後評価計画の具体化を実施後、事後評価の実施開始前

【実施方法】

資金分配団体が、JANPIAへ具体化した事後評価計画書を共有

JANPIAが「点検・検証チェックリスト」に基づき点検を実施。

※評価専門家との「点検レビュー会」を適宜開催いたします。

【検証結果の反映】

資金分配団体にフィードバックしますので、 JANPIA担当POと協議の上、

評価計画書書に反映してください。
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【補足】点検に向けて「事後評価計画の具体化」とは

＜具体化する項目例＞

評価実施体制・方法の妥当性・客観性を担保するために、計画を具体化し、

関係者で内容を確認・協議します。

◼実施体制

◼実施スケジュール

◼アウトカムの測定方法

◼アウトカム測定結果の価値判断の仕方

◼成功要因・課題の分析の仕方

◼事業効率性の検証方法

◼事業で重要とする事項が検証される計画になっているか

◼提言、知見・教訓を導き出す方法

◼評価関連経費の活用方法

不明点やお悩み等は、

「点検」の場を活用して

改善していきましょう！
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この後、事後評価計画の具体化に向けたワークを行います

Copy right © JANPIA 2022

簡易的なロジックモデルで構造を理解・把握する 評価計画作成のための思考の流れを理解し手を動かす
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事後評価報告書の検証（実行団体）
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【目的】

評価報告書の妥当性・客観性を検証します。

「事後評価報告書に含める事項」が内容に含まれているかも確認します。

【実施時期】

事後評価報告書最終版を受け取る前

【実施方法】

実行団体が、資金分配団体へ事後評価報告書ドラフト版を共有

「点検・検証チェックリスト」に基づき検証を実施。

【検証結果の反映】

結果を実行団体にフィードバックし、協議の上、事後評価報告書に

反映してください。

秋に改めて検証に向けた

PO研修を行います！
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事後評価報告書の検証（資金分配団体）
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【目的】

評価報告書の妥当性・客観性を検証します。

「事後評価報告書に含める事項」が内容に含まれているかも確認します。

【実施時期】

事後評価報告書最終版を受け取る前

【実施方法】

事後評価報告書ドラフト版（目次案または各項目の要旨がまとまったもの）を共
有、適時JANPIAによる検証を実施

【検証結果の反映】

結果は資金分配団体にフィードバックしますので、JANPIA担当POと協議の上、

事後評価報告書に反映してください。

秋に改めて検証に向けた

PO研修を行います！
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さいごに

●事業完了に向けて、事後評価報告書の他、経費精算報告、事業完了報告など複
数の提出物がございます。余裕をもったスケジューリングで準備をお進めくださ
い。

●スケジュールはあくまで目安ですので、

皆さんの事業の進捗に合わせて、前倒しで進めていただいて結構です。

●ご不明な点や、スケジュール通りに進まない懸念がある場合は、

JANPIA担当プログラム・オフィサーに相談してください。

Copy right © JANPIA 2023
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